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	 本研究では, ラーニングコモンズの中でも複数のグループが同時にディスカッションを

することができるスペース(以下「開かれたディスカッションスペース」)に着目し，その利

用状況を明らかにする手法を提案し，それを用いて開かれたディスカッションスペースの

利用状況に影響を与える要因を明らかにした． 

	 利用状況を明らかにする手法として音量を考え，目視で実際にディスカッションが行わ

れている時間帯と行われていない時間帯を確認するとともに，騒音計によってその空間の

音量の測定を行った．その結果を基に，ディスカッションが行われている時間帯とそうで

ない時間帯を，音量のしきい値を定めることで求め得ることを明らかにした． 

	 利用状況に影響を与える要因を考え，平日＞休日，非テスト期間＞テスト期間＞休業期

間，晴＞雨，午後講義中＞午前講義中・昼休み・放課後という仮説を立てた．中央館・専

門館を対象に調査・分析し仮説を検証した．その結果，平日＞休日は中央館では立証され

たが，専門館では有意差が認められなかった．時期については，中央館では仮説通り夏期

休業中が最も低くなったが，仮説に反してテスト期間において利用率が最も高いことが明

らかになった．専門館ではテスト期間に比べて夏期休業中が，利用率が低いことのみに有

意性が見られた．時間については，中央館・専門館ともに仮説通り午後の講義時間におい

て利用率が最も高く，午前の講義中が最も低いことがわかった．天気については，どちら

の図書館においても仮説に反して影響が見られなかった．  

	 これらの結果から，開かれたディスカッションスペースにおけるディスカッションの実

施状況は騒音計を用いることで明らかにし得ること，曜日・時期・時間はディスカッショ

ンの実施状況に影響を与える可能性があることが考えられた． 
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